第４号議案
　　　　　　　　　　　　　　平成２７年度事業計画
1． 講座事業

（1） 自主企画講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （事業内容別途設定）
（2） 人材バンク登録者活用講座（委託事業）　　　　　　　　 　　　（　　 同　上　　 ）

（3） 市民企画講座（中央公民館主催事業への参加、２５年度採択２件）　　 目標　２件

（４）Ｌ講座（あきる野市民塾）の試行・継続　　　　　　　　　（学びプランⅡ本編Ｐ９７）
2． 市（教育委員会）による委託事業

実施目的・内容並びに事業の企画・運営について調整を確実に実施し、推進する。
（1） 生涯学習コーディネーター養成講座推進事業（含む運営講座）（学びプランⅡ本編ｐ４９）
（2） 生涯学習シンポジウム開催業務　　　　　　　　　　　　　 （学びプランⅡ本編ｐ３６）
3． その他事業

（1） 会員研修（会則第２条）　研修先：周辺自治体訪問　（予定 ２７年１２月～２８年１月）
（実績）１９年 立川市生涯学習センター、２０年 羽村市ゆとろぎ、２１年 調布市文化会館たづ

くり、２２年 府中市生涯学習センター、２３年 厚木市学習支援センター、２４年 八王子市生
涯学習センター・クリエートホール、２５年 武蔵野市武蔵野プレース、

２６年町田市生涯学習センター
（2） 市民の生涯学習活動への支援、調査・開発・ＰＲ。　　（学びプランⅡ本編ｐ３８、Ｐ４３）

生涯学習情報の収集・サービス、ホームページの本格的な運用。
（3） １０周年（平成２８年）記念事業についての検討。
4． 各事業の進め方

（1） グループ制による事業の継続推進

· 上記１～３項の各事業は、以下のグループ等により事業の推進を図る。
（各グループの主な担当内容は表１に示します。）
· 会員は、いずれかのグループに所属し（複数、変更も可）、「全員参加」を活動の前提とする。
· 各グループは、リーダー（ＧＬ）・サブリーダー（ＳＬ）を中心に活動を推進する。
１．講座事業グループ

２．コーディネート事業グループ

３．情報支援事業グループ
　　　　　　 ４．その他（役員会、検討委員会ほか）
（２） 会全体に関わる重要事業は、役員会にて事前の調査・検討及び基本的な方向付けを行う。
· 生涯学習シンポジウム開催業務。（平成２７年度予定　平成２８年３月５日（土））
· １０周年記念事業については、役員会にて具体的な実施内容について検討。
（３） 会員への事業活動に関する情報の周知
　　  各グループの検討会、講座・イベントに関する企画書提案依頼、開催運営等必要な情報は各グループの検討会・連絡網等により全会員に周知し企画段階からの参加・協力を依頼する。
（４）事業ごとの計画・推進状況及び結果の報告
・各事業実施の際は、実施内容と共に収支を明確にする為予算計画を含めた実施計画を作成する。

・役員会にて、講座・イベント等各事業の実施計画、推進状況及び実施結果等についての報告、
審議、重要事項等の調整、方向付けを行う。
（６） 定例会の開催について（定期利用団体として中央公民館に予め日程の申請を継続する。）
　　・ 各グループの検討会。（各グループにて設定する）
　　・ 役員会は、原則毎月１回実施する。

・ 定例総会は、平成２８年４月とし、必要に応じて臨時総会を実施する。
　　　　　　　表１　平成２７年度各グループの主な担当内容　　　　　　◎ＧＬ、○ＳＬ（敬称略）
	グループ名
	主な担当内容
	備　考

	講座事業
グループ
（１Ｇ）
	１ 自主企画講座

２ 支援者バンク登録者活用講座

３ 市民企画講座（中央公民館主催事業への参画）
４ Ｌ講座（あきる野市民塾）の試行
５ その他
	◎溝口正恵
○（石井一）


	コーディネート

事業グループ

（２Ｇ）
	１ 生涯学習コーディネーター養成講座推進事業
（１）生涯学習コーディネーター養成講座
（２）講座受講者による自主企画講座（運営講座）
２ 市民の生涯学習活動支援（調査・開発・ＰＲと事業化）
３ その他

	◎加藤正彦
○青山光伸


	情報支援
事業グループ

（３Ｇ）
	１ 学習情報の収集・サービスなどについての検討
２ ホームページの管理・運営
３ 会としての研修企画・実施

４ 講座・イベント等の映像記録

５ 市民文化祭への参加（企画・立案）
６ 会としての事務局を担当
７ その他
	◎中沢 泉
○河田博夫
運営：会全体
◎中条久夫
河田博夫、青山光伸

	役員会ほか

	１ 平成２７年度事業計画推進状況フォロー
２ 市生涯学習推進状況の説明
３ 生涯学習シンポジウム開催業務の企画・立案
４ １０周年記念事業プロジェクト検討・立案・実施
５ その他
	◎会長

〇事務局長

役員全員

実施：会全体




